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バイオマス燃料の製造に対する政府目標

バイオマス燃料の製造に対する政府方針・目標

出所：商工省「2025年までの国家のバイオマス発電の開発計画、2035年までのビジョン」、PDP8、PDP8の調整報告、EVN、NLDCのデータを基にONE-VALUEが作成

ベトナム政府はバイオマス発電の開発を積極的に支援しているため、今後ベトナム国内
におけるバイオマス燃料の活用ニーズは更に高まると考えられる。

▪ ベトナム政府は今後、バイオマス燃料の国内における利用を
積極的に進めていく方針である。バイオマス燃料の製造につい
ての具体的な政府としての目標はないが、国内におけるバイオ
マス発電の開発に関するターゲットは設定されており、間接的
ではあるもののバイオマス燃料の国内利用を進めていくものと
考えられる。

▪ PDP8およびPDP8の調整報告によれば、農業・林業・木材加工
業界の副産物を最大限に活用するため、植林を推進するため、
ベトナム政府はバイオマス発電の開発を接客的に推進してい
る。以下の具体的な目標を設定している。

➢ 2030年までに、バイオマス発電、廃棄物発電、地熱発電
の設備容量は2,609～3,506MW（総発電所容量の1.3～
1.7%を占める）。

➢ 2050年までに、バイオマス発電、廃棄物発電、地熱発電、
その他の再生可能エネルギーの設備容量は6,062～
6,364MW（総発電所容量の0.7～0.8%を占める）。

➢ さらに、原材料、土地の利用効率、送電網の送電能力、
送電コストの要素を考慮してより大きい規模で開発もで
きる。

▪ それに、今後、石炭火力発電所も段階的に、バイオマス燃料・
グリーンアンモニアへの燃料移行を実行しないといけない。
2050年以降、石炭からバイオマス燃料・グリーンアンモニアを
完全に移行した石炭発電所の総設備容量は25,798～
33,018MWを達すると目標にしている。
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ベトナム国内におけるバイオマス発電設備容量の推移

(単位：MW)

（注）

• 2019年、2020年は「EVN年次報告書2021」に公開したバイオマス発電の容量である

• 2021、2022年は国家電力調整センター（NLDC）より入手したバイオマス発電の容量
である

• 2030年、2050年はPDP8に基づく目標値であり、バイオマスと廃棄物発電の総設備容
量である

実績値 目標値
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バイオマス燃料の全体量の推移予測

バイオマス燃料の全体量

出所：商工省「2025年までの国家のバイオマス発電の開発計画、2035年までのビジョン」を基にONE-VALUEが作成

2035年にかけて、ベトナムではバイオマス燃料の潜在量、回収可能量、発電使用可能量は増
加し続ける見通し。
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バイオマス燃料の全体量に基づく発電量の推移予測

（単位：百万 MWh）

※１：各年の年間発電量を表す
※２：発電使用可能量は、以下の燃
料を対象に計算。薪、籾殻、稲わら、
サトウキビ残渣、木質燃料

栽培面積の増加、生産効率の増
加といった要因が主な増加要因
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ベトナムにおけるバイオマス燃料の回収可能量の燃料別内訳

バイオマス燃料の種類別内訳（回収可能量）

出所：商工省「2025年までの国家のバイオマス発電の開発計画、2035年までのビジョン」を基にONE-VALUEが作成

農業・林業が盛んなベトナムでは、多様なバイオマス燃料が存在している。回収可能量の6割
以上を農業系のバイオマス燃料が占めている。
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9,954万トン（推定面積増加による）
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出所：商工省「2025年までの国家のバイオマス発電の開発計画、2035年までのビジョン」及び各種現地新聞を元にONE-VALUEが作成

省別バイオマス発電案件のポテンシャル設備容量

バイオマス発電案件の地域別の開発状況の分布

各省におけるバイオマス発電の開発余地のある設備容量の合計値が以下通りである。
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No. 省
ポテンシャル
（MW）

1 アンザン 615

2 クワンナム 400

3 ビンフック 310

4 フーイェン 300

5 ゲーアン 280

6 ダクラク 238

7 ザーライ 237

8 ソンラー 229

9 キエンザン 222

10 クアンガイ 195

ベトナムにおける
バイオマスのポテンシャルの高い

トップ10省

中央政府が各省人民委員会への聞き取りをベースにリス
トアップされたバイオマス発電ポテンシャル案件のリスト。
前項記載の「開発中」以外の案件も含め、今後、開発可能
性がある案件を含めたポテンシャルの設備容量。

※ポテンシャルの定義は案件ベースで
あって、燃料発生ベースではない。

北中部・沿海南中部
◼ 林業系バイオマス（人工林の資源
のほか、加工工場で発生する残材）

東北部・西北部
◼ 林業系バイオマス（人
工林の資源のほか、加工
工場で発生する残材）

紅河デルタ地域
◼ 稲わら
◼ 籾殻

中部高原
◼ サトウキビ残渣
◼ 林業系バイオマス（人工林
の資源のほか、加工工場
で発生する残材）

東南部
◼ 稲わら
◼ 籾殻
◼ 林業系バイオマス（人工林
の資源のほか、加工工場
で発生する残材）

メコンデルタ地域
◼ 稲わら、籾殻、サトウキビ残渣

種類別バイオマス燃料の分布図
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メコンデルタ地域における省別のバイオマス発電所の開
発ポテンシャル（※燃料の量から推計）

国内で最もバイオマス発電所が多い地域

ベトナムで最もバイオマス発電所が多い地域はメコンデルタである。ここは農業が盛んで、稲
わらやバガスなどの農業廃棄物が豊富にある。

出所：現地報道、政府資料からONE-VALUEが作成。

メコンデルタ地域におけるバイオマス発電所の状況

Tay Ninh省: 

総面積約4,500haの5つの工業団地

Long An省: 

35の工業団地と工業団地

があり、総面積は約
11,945haである

投資家が確定しているバイオマス発電所

COD済み石炭火力発電
（将来的にバイオマス混焼の可能性）

• Duyen Hai 1 石炭火力発電
• Duyen Hai 2 石炭火力発電

• O Mon 1 石炭火力発電

• Bourbon Tay Ninhバイオマス
発電所
(49 MW) バガス使用。COD済
みだが運営休止中

• Long An バイオマス発
電所(75 MW)

• Binh Phuoc バイオマ
ス発電所(50 MW)

• Hau Giangバイ

オマス発電所
(20 MW)

• Chau Lang バイオマス発電
所(50MW）

• Nui To I, IIバイオマス発電所
(60 MW)

• An Giang I, An Giang IIバイ
オマス発電所(75 と100 MW)

• Phu Thuanバイオマ
ス発電所(80 MW)

※その他、小規模なバガスを活用
したCOD済の発電所も存在するが、
ここではマップから除外。
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バイオマス燃料の流通構造（木質ペレット・木質チップ）

出所：商工省「2025年までの国家のバイオマス発電の開発計画、2035年までのビジョン」と現地新聞を基にONE-VALUEが作成

ベトナムでのバイオマス発生源は主に2つあり、それは林業系と農業系である。

森林・林業事業者

農業系事業者

その他（商社等）

森林木材（薪等） 間伐材・林地残材

加工時発生木材

木質ペレット

稲わら、もみ殻

カシューナッツ、キャッサバ、ココ
ナッツ、トウモロコシ等

果物の木、お茶の木、胡椒等

バイオマス燃料の
回収可能量

65.5%

16.2%

18.3%

原料 加工・流通 用途

加工事業者

国内用

輸出用

木質チップ

バイオマス熱利用企業

バイオマス発電事業者

バイオマス輸送燃料企業

貴社の主な顧客
になり得る対象

トレーディング会社

トレーディング会社
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